


- 1 -

（ 別 紙 ）

平 成 1 1 年 度 家 畜 由 来 細 菌 の 抗 菌 剤 感 受 性 調 査

平 成 1 1 年 度 か ら 動 物 医 薬 品 検 査 所 で 開 始 し た 薬 剤 耐 性 菌 対 策 事 業

（ 家 畜 由 来 細 菌 の 抗 菌 剤 感 受 性 調 査 ） の 調 査 成 績 の 概 要 を 報 告 す る 。

１ ． 材 料 及 び 方 法

検 査 材 料 と し て は 、 全 国 4 7 都 道 府 県 の 家 畜 保 健 衛 生 所 か ら 送 付 さ

れ た 健 康 家 畜 の 糞 便 5 1 5 検 体 （ 肥 育 牛 1 7 8 、 肥 育 豚 1 7 9 及 び ブ ロ イ ラ

ー 1 5 8 検 体 ） を 用 い た 。 各 県 で の 採 取 検 体 は 各 動 物 種 に つ い て 、 そ

れ ぞ れ ４ 検 体 、 原 則 と し て １ 農 家 １ 検 体 と し た 。 糞 便 か ら の サ ル モ

ネ ラ 、 カ ン ピ ロ バ ク タ ー 、 腸 球 菌 及 び 大 腸 菌 の 分 離 ・ 同 定 は 、 生 化

学 的 性 状 検 査 等 の 常 法 に 従 っ て 行 っ た 。 分 離 菌 株 に つ い て は 、 1 5 ～

1 8 種 類 の 抗 菌 剤 に 対 す る 感 受 性 （ 薬 剤 の 最 小 発 育 阻 止 濃 度 ： M I C

値 ） を 、 日 本 化 学 療 法 学 会 標 準 法 に 準 拠 し た 寒 天 平 板 希 釈 法 に よ り

測 定 し た 。

２ ． 調 査 成 績

（ １ ） サ ル モ ネ ラ

サ ル モ ネ ラ が 分 離 さ れ た 検 体 は 全 体 の 約 1 2 ％ で あ っ た が 、 公 衆 衛

生 上 、 重 要 と な る . E n t e r i t i d i s な ど は 全 く 検 出 さ れ ず 、 そ の 多 くS

が Ｏ ７ 群 に 型 別 さ れ た 。

分 離 さ れ た 1 2 4 菌 株 に お け る 薬 剤 感 受 性 試 験 成 績 を 表 １ に 示 し た 。

C T F 、 A B P C 、 B Z M 、 D S M 、 K M 、 O T C 、 C P 、 T M P 、 N A 及 び O A の M I C 値 に は 二

峰 性 分 布 が 認 め ら れ 、 そ れ ら の 耐 性 率 は 3 . 2 ～ 8 0 . 6 ％ で あ っ た 。 一

方 、 ニ ュ ー キ ノ ロ ン 系 抗 菌 剤 で あ る E R F X と O F L X に 対 し て は 、 ご く 一

部 の 低 感 受 性 株 を 除 き 、 M I C 値 0 . 0 5 ～ 0 . 1 μ g / m l に 単 一 の ピ ー ク を も

つ 極 め て 高 い 感 受 性 を 示 し た 。

（ ２ ） カ ン ピ ロ バ ク タ ー

C aカ ン ピ ロ バ ク タ ー が 分 離 さ れ た 検 体 は 全 体 の 約 2 1 ％ で あ っ た 。
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1 1 5 株 、 4 9 株 及 び ６ 株 の 合 計 1 7m p y l o b a c t e r j e j u n i C . c o l i C . s p p

0 株 に つ い て 実 施 し た 薬 剤 感 受 性 試 験 成 績 を 表 ２ に 示 し た 。 M I C 分 布

は 、 殆 ど の 薬 剤 に お い て 極 め て 広 範 に わ た り 、 E R F X 、 O F L X 、 N A 、 O A 、

E M 、 S P 、 T S 、 S P C 及 び D S M に 対 し て 、 耐 性 株 の 出 現 （ 耐 性 率 7 . 1 ～ 2 0 .

6 ％ ） が み ら れ た 。 E R F X と O F L X に お い て は 、 そ れ ぞ れ M I C 値 1 . 5 6 μ g /

m l 又 は 3 . 1 3 μ g / m l 以 上 の 耐 性 株 が 全 体 の 1 6 . 5 ％ に 認 め ら れ た 。 こ れ

ら の 耐 性 株 は 、 い ず れ も N A 又 は O A に 交 差 耐 性 を 示 し た が 、 G M に は 高

い 感 受 性 を 示 し た 。

（ ３ ） 腸 球 菌

、 あ る い は が 均 等 な 割E n t e r o c o c c u s f a e c i u m E . f a e c a l i s E . d u r a n s

合 で 殆 ど 全 て の 検 体 か ら 分 離 さ れ た が 、 バ ン コ マ イ シ ン 耐 性 腸 球 菌 、

い わ ゆ る V R E （ 、 を 耐 性 遺 伝 子 と し て 有 す る も の ） は 全 くV a n A V a n B

検 出 さ れ な か っ た 。 腸 球 菌 1 , 0 2 7 株 に つ い て 実 施 し た 薬 剤 感 受 性 試

験 成 績 を 表 ３ に 示 し た 。 E M 、 T S 、 A B P C 、 O T C 、 B C 及 び L C M の M I C 値 に

は 二 峰 性 分 布 が 認 め ら れ 、 そ れ ら の 耐 性 率 は 0 . 2 ～ 6 6 . 0 ％ で あ っ た 。

テ ト ラ サ イ ク リ ン 系 と マ ク ロ ラ イ ド 系 抗 菌 剤 に 対 し て は 、 全 て の 菌

種 で 耐 性 株 の 出 現 が み ら れ た 。 全 体 に 、 C T F 、 D S M 及 び K M に 対 し て は

耐 性 、 G M 及 び C P に 対 し て は 中 程 度 の 感 受 性 、 E R F X 、 O F L X 、 A B P C 、 V G

M 及 び V C M に 対 し て は 高 い 感 受 性 で あ っ た 。

（ ４ ） 大 腸 菌

一 般 大 腸 菌 は 、 殆 ど 全 て の 検 体 か ら 分 離 さ れ た 。 ベ ロ 毒 素 産 生 性

大 腸 菌 （ V T E C ） は 、 牛 3 9 検 体 （ 2 1 . 9 ％ ） と 豚 2 5 検 体 （ 1 4 . 0 ％ ） か ら

分 離 さ れ た 。 一 般 大 腸 菌 1 ， 0 1 8 株 及 び V T E C 7 2 株 に つ い て 、 各 種 抗 菌

剤 に 対 す る 感 受 性 を 調 べ た 。 一 般 大 腸 菌 で は 、 耐 性 率 は O T C （ 5 3 . 0

％ ） 、 D S M （ 3 7 . 4 ％ ） 、 A B P C （ 2 2 . 9 ％ ） 、 K M （ 1 7 . 6 ％ ） 、 C P （ 1 4 . 0

％ ） の 順 に 高 く 、 さ ら に 、 E R F X と O F L X に 対 し て は 、 そ れ ぞ れ 3 . 0 ％ 、

3 . 2 ％ に 耐 性 株 の 出 現 が 認 め ら れ た （ 表 ４ ） 。 一 方 、 V T E C で は O T C

（ 3 6 . 1 ％ ） 、 D S M （ 2 7 . 8 ％ ） 、 C P （ 1 6 . 7 ％ ） 、 A B P C （ 9 . 7 ％ ） の 順 に

耐 性 率 が 高 か っ た が 、 E R F X と O F L X に 対 し て は 、 全 く 耐 性 株 の 出 現 が

認 め ら れ ず 、 全 株 と も M I C 値 0 . 1 μ g / m l 前 後 の 極 め て 高 い 感 受 性 を 示
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し た 。

３ ． お わ り に

今 後 、 本 抗 菌 剤 感 受 性 調 査 を 継 続 し 、 試 験 成 績 を 集 積 ・ 解 析 す る

と 共 に 、 家 畜 由 来 耐 性 株 と ヒ ト 由 来 耐 性 株 と の 関 連 性 に つ い て 遺 伝

学 的 に 解 析 し て い く こ と や 動 物 由 来 耐 性 株 の ヒ ト 医 療 に 及 ぼ す 影 響

に 関 す る リ ス ク 分 析 を 実 施 す る こ と が 必 要 と 考 え ら れ る 。 ま た 、 抗

菌 剤 の 使 用 の 現 場 に お い て は 、 慎 重 使 用 の 観 点 か ら ① 抗 菌 剤 の 選 択

は 、 添 付 文 書 等 の 有 用 な 基 本 情 報 （ 抗 菌 ス ペ ク ト ル 、 薬 物 動 態 等 ）

や 原 因 菌 の 薬 剤 感 受 性 試 験 デ ー タ に 基 づ き 、 よ り 慎 重 に 行 う と 共 に 、

② そ の 使 用 に 当 た っ て は 、 適 応 症 に 対 応 す る 用 法 ・ 用 量 並 び に 使 用

上 の 注 意 事 項 等 の 遵 守 を よ り 厳 格 に す る こ と が 、 益 々 重 要 な こ と と

な っ て い る 。



抗菌剤 MIC

≦0.05 0.1 0.2 0.39 0.78 1.56 3.13 6.25 12.5 25 50 100 ＞100 ブレークポイント

ABPC 2 37 67 6 1 1 10 12.5 11 (8.9)

CEZ 108 6 1 1 2 2 4 25 8 (6.5)

CXM 1 32 77 10 4 50 4 (3.2)

CTF 5 91 24 2 1 1 6.25 4 (3.2)

DSM 2 16 7 4 8 87 100 95 (76.6)

KM 3 11 50 10 50 25 50 (40.3)

GM 2 18 91 10 2 1

OTC 16 8 11 89 25 100 (80.6)

APM 3 12 83 22 3 1

BZM 46 67 3 8 100 8 (6.5)

CL 4 91 24 5

CP 3 36 42 39 4 50 4 (3.2)

NA 69 49 6 50 6 (4.8)

OA 14 95 8 1 6 1.56 7 (5.6)

ERFX 63 54 7

OFLX 1 80 36 4 3

SDM 5 119

TMP 1 50 29 1 1 42 1.56 43 (34.7)

(注）ABPC：アンピシリン、CEZ：セファゾリン、CXM：セフロキシム、CTF：セフチオフル、DSM：ジヒドロストレプトマイシン、KM：カナマイシン
GM：ゲンタマイシン、OTC：オキシテトラサイクリン、APM：アプラマイシン、BZM：ビコザマイシン、CL：コリスチン、CP：クロラムフェニコール
NA：ナリジクス酸、OA：オキソリン酸、ERFX：エンロフロキサシン、OFLX：オフロキサシン、SDM：スルファジメトキシン、TMP：トリメトプリム

（％）

表1　サルモネラの薬剤感受性試験

MIC (μg/ml) 耐性菌株数



抗菌剤 MIC 耐性菌株数

≦0.05 0.1 0.2 0.39 0.78 1.56 3.13 6.25 12.5 25 50 100 ＞100 ブレークポイント （％）

CTF 1 7 4 101 57

DSM 1 14 24 62 27 4 4 2 2 30 25 34(20.0)

GM 22 63 55 29 1

SPC 10 7 24 86 26 5 12 50 12(7.1)

EM 2 5 52 67 10 5 1 28 25 29(17.1)

SP 5 18 75 28 10 4 2 1 27 25 30(18.0)

TS 1 1 1 14 77 38 8 1 29 100 29(17.1)

OTC 2 7 9 30 22 17 51 32

CP 18 81 43 9 8 7 2 2

NA 2 66 41 23 6 2 12 18 50 32(18.8)

OA 14 48 43 12 15 3 1 16 18 12.5 35(20.6)

ERFX 1 71 49 20 1 1 3 20 2 2 1.56 28(16.5)

OFLX 32 72 32 6 2 16 8 2 3.13 28(16.5)

SDM 1 2 8 41 118

TMP 37 133

（注）SPC：スペクチノマイシン、EM：エリスロマイシン、SP：スピラマイシン、TS：タイロシン

MIC(μg/ml)

表2　カンピロバクター属菌の薬剤感受性試験



抗菌剤 MIC(μg/ml) MICブレークポイント 耐性菌株数

≦0.05 0.1 0.2 0.39 0.78 1.56 3.13 6.25 12.5 25 50 100 >100 (％)

ABPC 23 9 18 118 431 328 35 59 3 1 2 50 2(0.2)
CTF 1 6 7 2 17 5 33 20 109 278 549
DSM 　 10 57 364 250 346
KM 1 3 25 116 420 176 286
GM 　 11 46 122 302 401 100 7 38
EM 2 52 343 41 59 117 51 34 20 8 10 8 282 25 308(30.0)
TS 4 28 539 85 23 1 2 1 17 327 12.5 348(33.9)
LCM 1 89 56 12 9 42 123 238 83 28 346 100 374(36.4)
OTC 40 161 141 13 3 20 92 139 199 219 6.25 672(65.4)
BC 22 178 206 53 241 148 30 149 6.25 179(17.4)
VGM 7 167 120 338 60 269 57 4 5
VCM 15 232 484 128 156 10 2
CP 1 2 26 742 136 48 55 16 1
ERFX 1 2 137 404 364 47 64 6 2
OFLX 1 9 221 322 339 118 14 3

（注）LCM：リンコマイシン、BC：バシトラシン、VGM：バージニアマイシン、VCM：バンコマイシン

表3　腸球菌の薬剤感受性試験



MIC

≦0.05 0.1 0.2 0.39 0.78 1.56 3.13 6.25 12.5 25 50 100 >100 ブレークポイント

ABPC 14 197 498 76 2 4 2 225 12.5 233 (22.9)
CXM 2 9 121 628 219 32 7
CEZ 1 2 299 632 63 14 3 4 25 4  (0.4)
CTF 3 8 245 672 76 10 4 3.13 4  (0.4)
DSM 2 145 410 34 30 16 24 78 279 50 381 (37.4)
KM 5 538 289 7 3 2 4 2 168 12.5 179 (17.6)
GM 1 6 328 638 20 2 1 2 5 4 11 3.13 25 (2.5)
APM 1 67 896 47 7 12.5 7 (0.7)
CL 532 465 6 9 6 1.56 21 (2.1)
OTC 8 314 139 17 5 9 11 88 427 12.5 540 (53.0)
BZM 83 759 160 4 12 100 16  (1.6)
CP 12 151 585 100 27 23 15 105 50 143 (14.0)
NA 88 669 85 36 18 2 39 81 50 122 (12.0)
OA 9 411 404 28 35 42 44 7 1 1 4 32 12.5 45 (4.4)
ERFX 773 101 43 52 10 8 3 1 15 9 3 3.13 31 (3.0)
OFLX 169 644 67 39 52 14 5 7 13 7 1 3.13 33 (3.2)
SDM 13 29 74 902
TMP 15 106 421 266 52 10 6 2 140 12.5 142 (13.9)

表4　一般大腸菌の薬剤感受性試験

抗菌剤
MIC(μg/ml) 耐性菌株数

（％）
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平 成 1 2 年 度 家 畜 由 来 細 菌 の 抗 菌 性 物 質 感 受 性 実 態 調 査

１ ． は じ め に

平 成 1 2 年 度 の 薬 剤 耐 性 菌 の 発 現 状 況 調 査 （ 家 畜 由 来 細 菌 の 抗 菌 性

物 質 感 受 性 調 査 ） は ， 抗 菌 性 物 質 に 対 す る 耐 性 菌 の 発 現 状 況 等 に 関

す る 情 報 を 収 集 す る こ と を 目 的 と し て ， 畜 産 振 興 総 合 対 策 事 業 実 施

要 領 （ 平 成 1 2 年 ４ 月 １ 日 付 け 1 2 畜 Ｂ 第 3 1 2 号 農 林 水 産 省 畜 産 局 長 通

知 ） に 基 づ き ， ① 動 物 用 医 薬 品 に つ い て は 家 畜 衛 生 対 策 事 業 ， ② 飼

料 添 加 物 に つ い て は 流 通 飼 料 対 策 事 業 に よ っ て 実 施 さ れ た 。

公 衆 衛 生 分 野 へ の 影 響 に 配 慮 し た 薬 剤 耐 性 菌 の 発 現 状 況 調 査 は ，

食 品 媒 介 性 病 原 細 菌 と し て サ ル モ ネ ラ と カ ン ピ ロ バ ク タ ー を ， 薬 剤

感 受 性 の 指 標 細 菌 と し て は 腸 球 菌 と 大 腸 菌 を 対 象 に ， 平 成 1 1 年 度 か

ら 本 格 的 に 開 始 さ れ た 。

今 般 ， 平 成 1 2 年 度 に 実 施 さ れ た こ れ ら 家 畜 衛 生 対 策 事 業 及 び 流 通

飼 料 対 策 事 業 に よ る 調 査 に つ い て ， 各 都 道 府 県 よ り 提 出 さ れ た 報 告

書 を 取 り ま と め た の で ， そ の 概 要 を 紹 介 す る 。

２ ． 材 料 及 び 方 法

（ １ ） 調 査 検 体 数

検 体 は 健 康 家 畜 の 糞 便 と し ， 検 体 数 は ， 各 都 道 府 県 ご と に 各 菌 種

と も ４ 畜 種 （ 肥 育 牛 ， 肥 育 豚 ， 採 卵 鶏 及 び ブ ロ イ ラ ー ） ｘ ６ 畜 産 経

営 以 上 ｘ １ 検 体 ＝ 2 4 検 体 以 上 （ 流 通 飼 料 対 策 事 業 の 調 査 も 実 施 す る

県 は ， ８ 畜 産 経 営 以 上 ， 3 2 検 体 以 上 ） を 原 則 と し ， １ 検 体 か ら 都 道

府 県 ご と に 指 定 さ れ た 菌 種 を ２ 株 分 離 す る こ と と し た 。

（ ２ ） 試 験 方 法

本 調 査 は ， 対 象 菌 種 ご と に 統 一 化 ・ 平 準 化 さ れ た 分 離 培 養 法 ， 菌

種 同 定 法 及 び 薬 剤 感 受 性 試 験 法 に よ り 実 施 し た 。 菌 の 分 離 ・ 同 定 は ，

形 態 学 的 性 状 検 査 ， 生 化 学 的 性 状 検 査 及 び 遺 伝 学 的 性 状 検 査 に よ っ

た 。
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分 離 菌 株 の 供 試 薬 剤 に 対 す る 感 受 性 の 測 定 は ， 「 M I C 測 定 用 試 験

紙 」 （ 昭 和 薬 品 化 工 （ 株 ） ） を 用 い た 一 濃 度 デ ィ ス ク 拡 散 法 に よ り

推 定 最 小 発 育 阻 止 濃 度 （ M I C ） を 求 め た 。 な お ， 耐 性 限 界 値 （ ブ レ

ー ク ポ イ ン ト ） は ， 供 試 菌 株 の M I C 分 布 が 二 峰 性 を 示 し た 場 合 の み ，

感 受 性 菌 と 耐 性 菌 の ピ ー ク の 中 間 値 と し て 設 定 し た 。

３ ． 調 査 成 績

（ １ ） サ ル モ ネ ラ

サ ル モ ネ ラ は ， 供 試 さ れ た 9 2 2 検 体 中 5 3 検 体 （ 5 . 7 ％ ） か ら 9 3 株

（ 肥 育 牛 2 1 株 ， 肥 育 豚 2 9 株 ， 採 卵 鶏 1 0 株 及 び ブ ロ イ ラ ー 3 3 株 ） が 分

離 さ れ た 。 分 離 菌 株 の 血 清 型 は ， 1 9 種 類 認 め ら れ ， そ の う ち . I n f aS

n t i s が 2 3 株 ， . T y p h i m u r i u m が 2 2 株 で あ っ た 。S

分 離 菌 株 9 3 株 の 薬 剤 感 受 性 試 験 成 績 を 表 １ に 示 し た 。 ９ 薬 剤 に は

二 峰 性 の M I C 分 布 が 認 め ら れ ， そ れ ら の 耐 性 率 は 2 . 2 ～ 5 7 . 0 ％ で あ っ

た 。 一 方 ， エ ン ロ フ ロ キ サ シ ン （ E R F X ） と オ フ ロ キ サ シ ン （ O F L X ）

に 対 し て は ， ご く 一 部 の 低 感 受 性 株 を 除 き ， M I C 値 0 . 1 ～ 0 . 2 μ g / m l

に 単 一 の ピ ー ク を も つ 極 め て 高 い 感 受 性 を 示 し た 。

（ ２ ） カ ン ピ ロ バ ク タ ー

カ ン ピ ロ バ ク タ ー は ， 供 試 さ れ た 5 7 9 検 体 中 1 8 1 検 体 （ 3 1 . 3 ％ ） か

ら 3 2 2 株 （ 肥 育 牛 6 4 株 ， 肥 育 豚 1 1 4 株 ， 採 卵 鶏 8 7 株 及 び ブ ロ イ ラ ー 5 7

C a m p y l o b a c t e r j e j u株 ） が 分 離 さ れ た 。 同 定 さ れ た 菌 種 の 内 訳 は ，

が 1 3 9 株 ， が 7 1 株 及 び が 1 1 株 で あ っ た 。 な お ， 全 体n i C . c o l i C . f e t u s

の 約 ３ 割 を 占 め る 菌 種 未 決 定 の 1 0 1 株 に つ い て は ， 現 在 ， 動 物 医 薬

品 検 査 所 で 最 終 的 な 菌 種 同 定 の た め の 追 加 試 験 を 実 施 中 で あ る 。

分 離 ・ 同 定 後 の 死 滅 菌 株 等 を 除 く 3 0 9 株 の 薬 剤 感 受 性 試 験 成 績 を

表 ２ に 示 し た 。 1 0 薬 剤 に は 二 峰 性 の M I C 分 布 が 認 め ら れ ， そ れ ら の

耐 性 率 は 3 . 6 ～ 6 0 . 8 ％ で あ っ た 。 E R F X と O F L X に 対 し て は ， そ れ ぞ れ 1

6 . 2 ％ 及 び 1 4 . 9 ％ に 耐 性 株 の 出 現 が 認 め ら れ ， そ の ほ と ん ど は ， ナ

リ ジ ク ス 酸 （ N A ） と オ キ ソ リ ン 酸 （ O A ） に 交 叉 耐 性 を 示 し て い た 。

な お ， 遺 伝 子 型 別 に よ っ て 菌 種 同 定 さ れ た 及 び の 間C . j e j u n i C . c o l i



- 3 -

で ， 各 薬 剤 に 対 す る 耐 性 率 を 比 較 す る と ， の 方 が 全 体 的 に 高C . c o l i

い 傾 向 に あ っ た 。

（ ３ ） 腸 球 菌

腸 球 菌 は ， 選 択 培 地 を 用 い た 分 離 培 養 法 で は ， 供 試 さ れ た 3 7 2 検

体 中 3 0 8 検 体 （ 8 2 . 8 ％ ） か ら 5 6 7 株 （ 肥 育 牛 1 4 4 株 ， 肥 育 豚 1 6 4 株 ， 採

卵 鶏 1 4 6 株 及 び ブ ロ イ ラ ー 1 1 3 株 ） が 分 離 さ れ た 。 一 方 ， バ ン コ マ イ

シ ン （ V C M ） 添 加 培 地 を 用 い た 系 で は ， 2 3 検 体 （ 6 . 2 ％ ） か ら 3 0 株 が

分 離 さ れ た 。 畜 種 ご と に 優 勢 な 菌 種 に 特 徴 が あ っ た が ， 主 要 な 菌 種

は ， 及 び で あ っ た 。 ま た ， 分 離 さ れE . f a e c i u m E . f a e c a l i s E . d u r a n s

た V C M 低 感 受 性 菌 （ M I C 値 ≧ 6 . 2 5 μ g / m l ） に つ い て は ， V C M 耐 性 遺 伝

子 （ 遺 伝 子 ） の 検 索 を 行 っ た 結 果 ， 遺 伝 子 や 遺 伝 子 をv a n v a n A v a n B

保 有 す る V C M 耐 性 腸 球 菌 （ V R E ） は ， 全 く 認 め ら れ な か っ た 。

分 離 さ れ た 腸 球 菌 合 計 5 9 7 株 の 薬 剤 感 受 性 試 験 成 績 を 表 ３ に 示 し

た 。 ５ 薬 剤 に は 二 峰 性 の M I C 分 布 が 認 め ら れ ， 耐 性 率 は 2 1 . 3 ～ 6 3 . 0

％ で あ っ た 。 特 に オ キ シ テ ト ラ サ イ ク リ ン （ O T C ） ， タ イ ロ シ ン （ T

S ） 及 び エ リ ス ロ マ イ シ ン （ E M ） に 対 し て は ， 主 要 な ３ 菌 種 で 高 率

な 耐 性 株 の 出 現 が み ら れ た 。

（ ４ ） 大 腸 菌

一 般 大 腸 菌 は ， 供 試 さ れ た 3 9 3 検 体 中 3 4 4 検 体 （ 8 7 . 5 ％ ） か ら 6 5 3

株 （ 肥 育 牛 1 7 3 株 ， 肥 育 豚 1 5 3 株 ， 採 卵 鶏 1 6 9 株 及 び ブ ロ イ ラ ー 1 5 3

株 ） が 分 離 さ れ た 。 ま た ， 肥 育 牛 由 来 の 9 8 検 体 に つ い て ベ ロ 毒 素 産

生 大 腸 菌 （ V T E C ） の 分 離 を 行 っ た と こ ろ ， 2 8 検 体 （ 2 8 . 6 ％ ） か ら 4 8

株 が 分 離 さ れ た 。

こ れ ら 一 般 大 腸 菌 及 び V T E C の 薬 剤 感 受 性 試 験 成 績 を そ れ ぞ れ 表 ４

及 び 表 ５ に 示 し た 。 一 般 大 腸 菌 で は ， 1 4 薬 剤 に は 二 峰 性 の M I C 分 布

が 認 め ら れ ， そ れ ら の 耐 性 率 は 0 . 5 ～ 5 3 . 6 ％ で あ っ た 。 E R F X と O F L X

に 対 し て は ， そ れ ぞ れ 3 . 2 ％ ， 4 . 0 ％ に 耐 性 株 の 出 現 が 認 め ら れ た 。

一 方 ， V T E C で は ， ６ 薬 剤 に 二 峰 性 の M I C 分 布 が 認 め ら れ ， そ れ ら の

耐 性 率 は 4 . 2 ～ 4 5 . 8 ％ で あ っ た が ， E R F X と O F L X に 対 し て は ， 全 株 と

も M I C 値 0 . 7 8 μ g / m l 以 下 の 高 い 感 受 性 を 示 し ， 耐 性 株 の 出 現 は み ら
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れ な か っ た 。

３ ． お わ り に

今 後 と も 全 国 レ ベ ル で の 畜 産 分 野 に お け る 各 種 細 菌 の 抗 菌 性 物 質

感 受 性 実 態 調 査 を 継 続 し ， 得 ら れ た 成 績 を 順 次 公 表 し て い く こ と と

し て い る 。 ま た ， そ の 試 験 成 績 を 集 積 ・ 解 析 す る と と も に ， 家 畜 由

来 耐 性 株 と 人 由 来 耐 性 株 と の 関 連 性 に つ い て は ， 分 子 疫 学 的 手 法 等

を 駆 使 し た 解 析 や ， 家 畜 由 来 耐 性 株 の 人 の 医 療 に 及 ぼ す 影 響 に 関 す

る リ ス ク 分 析 を 実 施 し て い く こ と が 必 要 と 考 え ら れ る 。

ま た ， 抗 菌 性 物 質 の 使 用 に 当 た っ て は ， 国 際 的 な 共 通 認 識 で あ る

「 慎 重 使 用 の 原 則 」 に 沿 っ た ， ① 抗 菌 ス ペ ク ト ル ， 薬 物 動 態 ， 原 因

菌 の 薬 剤 感 受 性 デ ー タ 等 に 基 づ き 抗 菌 剤 の 選 択 を 慎 重 に 行 う こ と ，

② 適 応 症 に 対 応 す る 用 法 ・ 用 量 及 び 使 用 上 の 注 意 を 遵 守 し て 適 正 使

用 を 徹 底 す る こ と 及 び ③ 抗 菌 性 飼 料 添 加 物 に つ い て も ， 定 め ら れ た

使 用 の 方 法 の 基 準 を 遵 守 す る こ と が 求 め ら れ て い る 。 今 回 取 り ま と

め た 調 査 成 績 に つ い て は ， 畜 産 現 場 に お け る 抗 菌 性 物 質 の 適 正 な 使

用 の 一 助 と し て 活 用 さ れ た い 。

農 林 水 産 省 動 物 医 薬 品 検 査 所

独 立 行 政 法 人 肥 飼 料 検 査 所



MIC 耐性菌株数

≦0.05 0.1 0.2 0.39 0.78 1.56 3.13 6.25 12.5 25 50 100≦ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ （％）

CTF 3 2 5 18 58 93 80 50

SM 7 4 12 41 74 49 27 6 8 5 2 74 25 81(26.2)

GM 7 8 45 81 97 44 22 2 3

SPC 1 1 6 3 4 41 88 121 31 2 2 9 50 11(3.6)

EM 2 2 8 21 34 63 72 31 12 6 3 55 50 58(18.8)

SP 7 6 8 31 47 43 55 31 14 11 3 53 50 56(18.1)

TS 1 1 1 7 23 79 54 53 15 75 50 90(29.1)

OTC 1 3 10 14 25 50 18 9 16 23 38 102 6.25 188(60.8)

CP 3 1 3 18 87 102 42 13 24 12 4

NA 1 3 17 52 76 65 22 8 65 50 73(23.6)

OA 1 3 12 31 84 65 34 6 5 3 2 63 25 68(22.0)

ERFX 96 58 55 36 14 6 7 14 10 13 1.56 50(16.2)

OFLX 8 17 54 108 52 24 2 3 41 3.13 46(14.9)

ODX 3 2 18 35 82 75 34 28 21 10 1

（注）SPC:スペクチノマイシン，EM:エリスロマイシン，SP:スピラマイシン，TS:タイロシン

表２　カンピロバクター属菌の薬剤感受性試験

抗菌性物質
                    MIC(μg/ml)



≦0.05 0.1 0.2 0.39 0.78 1.56 3.13 6.25 12.5 25 50 ≧100 (%)

ABPC 6 11 43 222 186 84 27 9 6 3
CTF 2 2 7 20 45 37 40 60 70 314
SM 1 1 5 10 27 37 114 402
KM 11 229 357
GM 2 3 39 146 149 174 42 42
DM 2 1 2 6 586
EM 49 56 90 56 45 57 36 39 23 19 127 50 127 (21.3)
TS 5 5 13 36 139 126 54 19 12 10 5 173 12.5 200 (33.5)
LCM 6 14 28 17 12 35 101 149 235
SNM 26 45 37 143 249 62 20 6 9
OTC 3 15 15 59 89 33 16 8 38 63 258 6.25 367 (61.5)
BC 1 8 13 90 64 45 376 100 376 (63.0)
VGM 1 15 68 201 111 118 79 4
VCM 1 4 6 40 217 179 92 57 1
CP 1 7 45 139 258 60 29 29 29
AVM 3 6 13 21 90 171 172 57 12 14 9 29
EFM 1 1 1 4 15 134 126 50 16 249 50 265 (44.4)
ERFX 1 1 9 73 308 102 51 25 20 7
OFLX 2 6 38 168 231 81 32 26 13

≦0.0004 0.0008 0.002 0.003 0.006 0.013 ≧0.025
NHT 39 86 231 126 96 7 12
（注）LCM：リンコマイシン，SNM：サリノマイシン，BC：バシトラシン，VGM：バージニアマイシン，VCM：バンコマイシン，AVM：アビラマイシン，
EFM：エフロトマイシン，NHT：ノシヘプタイド

表３　腸球菌の薬剤感受性試験
抗菌性物質 MIC（μg/ml） MICブレー

クポイント
耐性菌株数



MIC 耐性菌株数

≦0.05 0.1 0.2 0.39 0.78 1.56 3.13 6.25 12.5 25 50 ≧100 ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ （％）

ABPC 1 24 112 215 106 1 3 21 170 6.25 195(29.9)

CEZ 1 11 109 275 178 49 15 6 1 8 50 9(1.4)

CXM 3 6 22 110 353 123 29 4 1 2

CTF 2 12 45 343 204 21 17 3 3 1 2 25 3(0.5)

SM 2 41 93 154 139 36 60 128 25 224(34.3)

KM 1 7 25 150 270 62 14 1 1 122 25 124(19.0)

GM 21 144 369 82 7 11 6 3 10 6.25 37(5.7)

APM 2 14 100 394 121 17 4 1

DM 1 2 96 448 78 28

OTC 2 11 49 160 62 14 5 5 10 335 12.5 350(53.6)

BZM 1 2 24 101 276 249

CP 1 21 205 254 72 9 18 5 68 12.5 100(15.3)

NA 3 38 166 222 93 21 12 10 88 50 98(15.0)

OA 6 58 184 222 71 20 21 16 12 7 10 26 25 43(6.6)

ERFX 160 200 197 40 22 13 1 1 8 11 3.13 21(3.2)

OFLX 41 102 196 192 62 22 12 1 8 6 11 6.25 26(4.0)

SDM 3 13 37 600

TMP 1 1 15 89 190 128 67 12 2 1 1 146 25 148(22.7)

ODX 1 9 125 382 79 19 38 50 57(8.7)

表４　一般大腸菌の薬剤感受性試験
抗菌性物質

MIC（μg/ ml）



MIC 耐性菌株数

≦0.05 0.1 0.2 0.39 0.78 1.56 3.13 6.25 12.5 25 50 ≧100 ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ （％）

ABPC 9 22 7 1 9 12.5 10(20.8)

CEZ 1 2 28 13 4

CXM 1 10 32 5

CTF 7 24 17

SM 10 12 5 9 1 11 25 12(25.0)

KM 1 12 16 10 1 8 25 8(16.7)

GM 2 13 21 12

APM 1 10 25 6 6

DM 8 30 10

OTC 3 4 17 2 22 12.5 22(45.8)

BZM 4 17 21 6

CP 3 20 19 4 2 12.5 2(4.2)

NA 4 19 21 4

OA 2 19 20 7

ERFX 9 21 16 2

OFLX 1 10 21 11 5

SDM 2 6 40

TMP 2 8 25 6 3 4 12.5 4(8.3)

ODX 32 15 1

表５　VTECの薬剤感受性試験
抗菌性物質

MIC（μg/ ml）










